
































「子ども像」を探ることにより、主人公達の英雄性とも呼ぶべき設定が何に起因しているのかを「三人一括り」という点に注目して探る。第二に、 本シリーズが「暗さ」 や「闇」 「陰」 といった言葉に集約されるテーマ性を持っていることについて、 「学校の怪談」ブームの言説を挙げつつ、本シリーズが勧善懲悪の物語ではなく、生／死や善／悪 った「バランス」 で世界を捉える物語であることを述べる。第三に、 九〇年代に刊行された本シリーズが七〇年代のオカルトブームの影響を色濃く受けていることを指摘し 作中に表れる「現代っ子」と九〇年代の児童の現状とのズレの正体を見極めたい１． 「逸脱した子ども」―〈三人悪〉という英雄
本シリーズの主人公は、 金森てつし、 新島良次、 椎名裕介という小学校五年生の少年三人組である。彼らは「町
内イタズラ大王三人悪」として町内に名を馳せるいたずらっ子だが、同時に少年達にとっての憧れの存在としても描かれている。特にリーダーの金森てつしは「上院のてつ と呼ばれ 最上級生をおさえて小学校の番を張る番長という役どころを担っており、さながら子ども達の英雄ともいえるポジションを与えられている。彼らが子どもにとって英雄となり得ている理由につい は以下 ような点にまとめられる。







とである。勿論それは、子ども達にとっての、という言葉を付け加えねばなるまい。彼らは大人の眼差しで校正された社会の視点からすると、 「ワルガキ」という評価を下されている。しかし、 「後輩をまもって中学生相手にケンカを買い、みごと、こ をたたきのめ
し
((((」とあるように、彼らは相手が年上だろうと大人だろうと怯むこと













大人は子どもの全てを理解し、説明し、支配出来得るような気になるが、しかしその「子ども」は大人が作りだした「フィクション」に過ぎない。それは「枠組」としては機能し得ても、子どもの全てを説明することとはイコールではないのだが、 「子どもとはこういうものだ」という規範をともすれば大人は作りたがる。それは、 「他者を知ろうとすることに貪欲 であるためなのか、それとも権力とい ものへの欲望・執着に由来するのかは定かではないが、大人は「フィクションの子ども像」を「現実の子ども」として扱おうとする傾向がある。
この構造を、物語冒頭「イタズラ大王三人悪」が登場する話を例に当てはめてみると、三人悪が「枠組み」を
外れた「逸脱した子ども」として描かれていることが露骨なまでに判明する。津田少年は高校生から小突かれ涙を流し、五〇〇円 奪われてしまうが、それに対して、三人悪は いいか！こんど小学生をいじめたり、カツアゲなんて、クソのやるようなまね てみろ。こんなもんじゃすまねえからな！ 言って、高校生たちに煙玉と牛フンを浴びせて報復す 。その様子を見 いた近所の林家のご隠居は、深 ため息をはきながら「……おそるべし、イタズラ大王……」と呟く。このくだりからは、年齢 よ 権力のヒエラルキーを前提 しつつ、それを無効化せんとする語りが如実にうかがえる。ご隠居が「お るべし」 三人悪 行動 驚愕して ことからは、小学生にたかった高校生の不道徳さよりも「三人悪」 年齢ヒエラルキーの「枠組」 逸脱 た存在であることを非難する大人の眼差しが指摘されている「
大人・子ども」 「親・子」といった年齢による権力のヒエラルキーによる圧力が通常とされる世界において、











地獄堂霊界通信の三人組は、実に典型的な役どころを担わされている。しかし、それでよ 。 （中略）確かに主人公たちの性格付けは、古典的・ である。 （中略）冒険心を満たしてくれる物語。友情の温かさ、
五
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そして、本シリーズでは、怪異に遭遇する際、 「三人一緒 という設定が強調され 。三人悪の 語は、 「三人
が怪奇現象を克服しながら友情を深める物語」ではない。第一話「地獄堂と三人悪 幽霊と」におい 、てつし一人 地獄堂の主人から呪札と呪文 与えられ、他の二人より一歩先に「別の世界」への扉を開いたとしても、三人は常に一緒に怪奇現象を体験 してい 。シリーズ 中で、 が互 干渉する となく怪奇現象に遭遇する話は第二シリーズ 『ワルガキ
in
恐怖の花園』に収録された「寒椿」 「百合」 「桜」の三篇のみで、上記の





明王尊、 良次の持つ「あわれな魂を受けいれる器」 、 文中「やさしさ」 とも表現される力は地蔵菩薩、 椎名の持つ「知恵」の力には文殊菩薩と、三人そ ぞれの能力に対し、超越的な「力」が与えられ、この三つ 力はバランスの取れた三人であるから活かせるのだ、と語られる。つまり この物語は、三人と う括りが決して外されることのない物語な だ。
本シリーズは登場人物達のエネルギッシュな明るさに相対して 扱うテーマは暗く、重い、まさに「社会の闇」




文学について、 「冒険心を満たしてくれる物語。友情の温かさ、思いやり 大切さを教えてく 物語。正義は間違いなく勝つというこ 。そうしたわかりやすさ」とまとめ 確かに、本シリーズの各話をパターン化
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した時、 「怪奇現象に三人悪が出会う」→「地獄堂のおやじの力を借りて三人で怪奇現象に立ち向かう」→「怪奇現象の消滅」といった分かりやすいものが出来上がるだろう。しかし、ストーリーの型は単純だとしても、物語自体は「わかりやす 」とは言い難く、善悪 下せない結末を迎えることも少なくない。論者は小学校三年生の時期に第一シリーズを読破し のだが、個人的な例ひとつをとっても、毎度、頭を悩ませられた思い出がある。
例えば、 「地獄堂と三人悪と幽霊と」で、三人悪はおやじの手を借りて呪札と呪文を駆使し、殺害されて桜の
木の下に埋められた女の骨を掘り返し、地縛霊と化していた女の霊も無事解放された。物語はここで終わらない。女 霊を巡る物語は、 「やっと自由になれたから これから男に会いにゆく…… そういっとったよ」というおやじの台詞と、良次と椎名による「復讐 いっ んだ……！」で締めくくられるのだ 三人悪が奔走した結末が、復讐な である。それは、果たして勧善懲悪の物語パターンにあてはめられるものだろうか。 「復讐」という言葉が陰鬱 暗さを物語に印象付け、読者の中には、複雑な心境に囚われる子どもたちも少なくないだろうと論者は推測する。
更に、第二話にあたる「地獄落ち」がシリーズ全体を通しても異質と呼べる後味の悪い作品で、受賞時の選考







後「ほとんどすべてのものごとは、ふたつのものから成り立っておる。光と影だ。プラスとマイナス。正と負。善と悪といってもよい。どちらか一方ではなく、すべてはこのふたつの、反対する力のつなひきなのよ。だからな。 の力がよく、悪の力がわるいということではなく、使い方 問題な よ 」と地獄堂のおやじが勧善懲悪を否定する台詞 あり 第一巻にあたる『ワルガキ、 幽霊にびびる！』だけをみても、 単純明快 勧善懲悪ストーリーでは いこ がわかる。
ただ子ども達が怪奇現象に出会うだけではなく、善悪で捉えられない物語を怪異譚として描いた理由は、作者
の描こうとする「闇」 や「陰」 が善悪の彼岸を無効化する「死」 というテーマであったからであろう 「学校の怪談」ブームを牽引した常光徹は、 「怪談 子 も 文化」 中で以下のように述 。
　　




を同じくするシリーズが、 そうした九〇年代の児童向け怪談が期待していた 死のテーマを子 に与える 」
九
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と無縁だったとは考えにくい。例えば『学校の怪談』で常光が指摘した、車社会の裏にある陰惨な事故の存在を物語 して描い いえる本シリーズの作品として、 『ワルガキと地獄のドライブ』がある。本作は、子どもを轢き殺した「赤いスポーツカー」へ復讐するために自ら死を選び鬼女 化した母親の霊を三人悪が救おうと奔走する話である。交通事故の悲惨さ、車を運転 ことの危険性 児童に教える物語は 未来へ 警鐘と読み取ることも出来よう。
このように、シリーズ前半の『ワルガキ、幽霊にびびる！』から『ワルガキと、うわさの幽霊通り』の五冊に
は、 必ず「死の物語」が物語られる。三人悪は、 子どもとして十分すぎる「生」のエネルギーを発しつつも、 「死」に相対し、実質的には「死」という善悪を超越した現象と戦っているのだ。
その際、 「死」という根元的で抗いがたいパワーに対抗するために、一人ではなく三人という複数形（三とい
う数に込められた呪術的な意味はもちろん考慮されていたことだろう） が設定されたのではあるまいか。 本シリーズは、 「生」だけでも「死」だけでもない、 ふたつ もののつなひき」で世界が成り立つことを描いた物語なのである。
作者が暗く、重い「死」というテーマを掲げ、それを物語るために怪異譚を選んだことについては、一九七〇





な思考は持ちつつ非科学的な存在、 「神さま」や「幽霊」 「妖怪」を信じることを忘れてはならない、その方が心は豊かであると述べている。作者が、 オカルトブームに沸いた一九七○年代にものごころを育てたことを思えば、こうした科学と非科学の共存をテーマにした所以の母胎が見えてこよう。
作中、子どもと超常的な現象、存在について「現代っ子たちは、やはり幽霊だの妖怪だのとは無縁の生活をし










主義」の代表として「大人」を描いてい こ がみえてくる。 いえ、三人悪も始めから非科学的なもの 対して肯定的だったわけではな 。







女の幽霊を助けるために「極楽堂」 、通称「地獄堂」の主人から呪文と呪札を授けられ、考えを改めることとなる。物語の中で、始め最も幽霊や妖怪に対して懐疑的であったてつしが率先して「べつの世界」への扉を開くのだ。これは、以降巻数を重ねていくこの物語が、幽霊や妖怪を信じないといった考え 否定していく物語であことを示唆しているかのようである。本シリーズの怪異を否定しないといった主張には、 七〇年代の「懐疑主義」に対する批判的立場がみえ、子どものシンボルである三人悪が、 「懐疑主義」を代表する大人への「抗いの英雄」であることが示しだされる だ。「学校の怪談」周辺で物語を展開させた代表的な児童文学作家として香月日輪を挙げた宮川健朗は、 「学校の怪談」について以下のように述べた。
そんなこわい話ばかり読んで大丈夫？と眉をしかめるのは、大人たちだ。大人たちは、明るく正しい物語をあたえようとする。し し、子どもの時代にも、 「光」だけではなく、 「陰」や「闇」の部分がある。そして子どもの文学は、その「闇」にかかわらざるをえない。一九七〇年代後半、児童文学の世界で かつては子どもたちから遠ざけられていたテーマ、死や性や家庭崩壊が描かれるように ったことをさして、 「タブーの崩壊」ということがいわ た 当時、本田和子は、 「陰の部分の物語化」といっ 。児童文学の書き方が進化して、子どもや子どもをめぐ 状況が深く書ければ書けるほど、陰影のある像として子どもを描かざる
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あるように、九〇年代は既に児童に向けて「闇」や「陰 を物語ることに抵抗は少なくなっていたとされ 事実「学校の怪談ブーム」 によって多くの書籍が刊行された。 更には、 「死体遺棄」 「人間の二面性」 「心の陰」 などをテーマにした『ワルガキ 幽霊にびびる！』が日本児童文学者協会新人賞を受賞し のだ。情報をまとめてみれば、 （少なくとも一部の）大人達 むしろ、 子どもたちが「闇」や「陰」の物語を読むことに肯定的だっ のではとも推測できる。とすれば、香月が感じていた「大人に「暗さ」を奪われる」という感覚は、七〇年代に作者自身の経験によって培われた のではないだろうか。その「暗さ」 最たるものとし 「死」の物語が存在していたのである。
以上のことから、本シリーズに描かれる「現代っ子」という子ども像に対する「ズレ」の正体がみえてきた。
































































































宮川健朗「 「学校の怪談」と児童文学」一柳廣孝編『 「学校の怪談」はささやく』 、青弓社、二〇〇五年 七
六頁～七七頁

　
香月日輪「水木しげる先生へのファンレター」 『ハヤカワミステリマガジン』 、早川書房、二〇一一年、一四
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